






Management Reforms and Technological Advances of Major State-owned 
Machine Tool Enterprises in China: 
The Case of Beijing Beiyi Machine Tool Co., Ltd.
HAN, Jinjiang
The purpose of this paper is to discuss the causes of state advance and private-sector 
retreat phenomenon in China’s machine tool industry through a case study of Beijing Beiyi 
Machine Tool Co., Ltd（BYJC）.
BYJC is a major state-owned enterprise with a 60-year history of machine tool 
manufacturing. In its goal to attain the highest share of domestic market, BYJC founded a 
joint-venture enterprise with Okuma Corporation in 2002. In addition, BYJC has 
purchased three other companies including a German firm since 2005. Through joint-
ventures with foreign enterprise and overseas acquisitions, BYJC has succeeded both in 
absorbing machine-tool production technologies and in acquiring corporate management 
know-how.
Although the production scale of private enterprises have already far exceeded that of 
state-owned enterprises, the business competitiveness per enterprise of state-owned 
enterprises is still higher. As exemplified by the case of BYJC, State-owned enterprises 
have a technical advantage against private enterprises by aggressive technological 
strategy.
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0.6％減の約 317 億ドルと世界需要額の 42％を占めている（米ガードナー出版社発表）。2002
年に世界のトップに立って以来、13 年連続で世界首位となっている。
中国の生産額は 2014 年に前年比約 4％減の 238 億ドル（世界総計の 29％）となっているが、
2009 年から 6年連続で世界一の座をキープした。
2014 年の中国の輸出額は前年比約 14％増の 33 億ドルに達しており、輸入額は前年比約 11％





表 1は 2013 年の工作機械産業における生産高トップ 10 社の状況を示すものである。工作機
械産業は切削型業界と成形型業界からなるが、本稿の研究対象である北一機床股份有限公司は
切削型業界の企業であり、2013 年の生産高ランキング 5位である。
表 1　2013 年の生産高上位 10 社の概況（単位：百万元）
順位 企業名 業種 主要分野 所在 生産高 シェア 備考（国内地位）
1 瀋陽機床（集団）有限責任公司 切削 旋盤 遼寧 16,522 14.6％ 旋盤分野最大手
2 大連機床集団有限責任公司 切削 複合機 遼寧 12,097 10.7％ 複合機の最大手
3 済南第二機床集団有限公司 成形 鍛造機 山東 2,796 2.5％ 成形型業種最大手
4 江蘇揚力集団有限公司 成形 プレス 江蘇 2,693 2.4％ 成形型業種二番手
5 北京北一機床股份有限公司 切削 フライス盤 北京 1,905 1.7％ フライス盤最大手
6 秦川機床工具集団有限公司 切削 精密加工機 陝西 1,873 1.7％ 精密研削盤最大手
7 天水星火機床有限責任公司 切削 大型横型旋盤 甘粛 1,610 1.4％ 大型旋盤の有力企業
8 正成精密機械有限公司 切削 フライス盤 雲南 1,268 1.1％ 成長企業
9 瑞遠機床集団有限公司 切削 旋盤 浙江 1,173 1.0％ 旋盤の有力企業






表 2に示すように、WTO加盟直後の 2002 年には、国有企業が企業数、生産額、および販売
額とも民営企業と三資企業をリードしていた。国有企業の企業数（1,388 社）は民営企業（521
社）の 2.7 倍、三資企業（316 社）の 4.4 倍であった。生産額では、国有企業は民営企業の 3.4 倍、















企業類型 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年
工作機械産業 2,225 2,238 2,023 2,004 2,404 4,291 4,832 5,944 6,367 4,385 4,883 
国有企業 1,388 1,267 959 819 838 313 299 284 272 218 217
民営企業 521 657 758 859 1,160 3,395 3,882 4,931 5,371 3,624 4,086 
三資企業 316 314 306 326 406 583 651 729 724 543 580
???
企業類型 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年
工作機械産業 745.3 912.8 1,087.9 1,259.7 1,656.1 2,747.7 3,472.3 4,014.3 5,536.8 6,606.4 7,210.5 
国有企業 447.4 588.8 675.7 784.1 902.9 482.0 534.3 560.8 723.6 909.8 787.1 
民営企業 133.1 193.7 241.1 274.1 485.3 1,878.2 2,462.1 3,037.9 4,189.3 4,919.7 5,691.5 
三資企業 164.8 130.3 171.1 201.5 267.9 387.5 475.9 415.6 623.9 776.9 732.0 
???
企業類型 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年
工作機械産業 704.4 853.9 1,032.4 1,212.4 1,604.5 2,681.1 3,348.4 3,922.5 5,434.4 6,424.9 7,001.9 
国有企業 422.1 548.7 637.6 746.5 873.1 470.2 510.2 549.9 702.3 866.2 752.8 
民営企業 119 178.1 226.5 262.4 465.3 1,830.8 2,373.6 2,963.2 4,126.2 4,792.0 5,511.9 























表 3　2002～2012 年企業類型別 1社当たりの生産・販売（単位：億元）
???
企業類型 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
工作機械産業 0.33 0.41 0.54 0.63 0.69 0.64 0.72 0.68 0.87 1.51 1.48 
国有企業 0.32 0.46 0.70 0.96 1.08 1.54 1.79 1.97 2.66 4.17 3.63 
民営企業 0.26 0.29 0.32 0.32 0.42 0.55 0.63 0.62 0.78 1.36 1.39 
三資企業 0.52 0.41 0.56 0.62 0.66 0.66 0.73 0.57 0.86 1.43 1.26 
???
企業類型 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
工作機械産業 0.32 0.38 0.51 0.60 0.67 0.62 0.69 0.66 0.85 1.47 1.43 
国有企業 0.30 0.43 0.66 0.91 1.04 1.50 1.71 1.94 2.58 3.97 3.47 
民営企業 0.23 0.27 0.30 0.31 0.40 0.54 0.61 0.60 0.77 1.32 1.35 
三資企業 0.52 0.40 0.55 0.62 0.66 0.65 0.71 0.56 0.84 1.41 1.27 















































をもたらした。北一機床の販売状況（図 1）は、91 年より販売が拡大していたが、93 年の 5.02
億元をピークに 96 年には 1.86 億元に減少した。その原因は輸入品の急増にあると思われる。
輸入品の急増で、同社の市場シェアは 91 年の 3.7％から 96 年には 1.7％に半減した。しかし、




































































2000 年以降、北京市の都市開発と 2008 年開催の北京五輪のために、環境改善の一環として、












同年 11 月には、技術競争力を強化するため、ドイツのWaldrich Coburg社を完全買収し、さ








機床はその親会社である京城控股と協力し、株式制度への改革を進め、2012 年 5 月に「北京北
一機床股份有限公司」を設立した。同社の株主は、京城機電控股、北京国管中心、航天産業基金、





着実に発展してきた。図 3に示すように、2005 年以降、同社の販売規模は拡大し、2011 年に
は 34 億元に達し、それまでの最高値を記録した。その後、中国経済の減速で下降状況に転じ、




























特に、立ち後れた NC機技術に関しては、同社は 1984 年 10 月にコブルク社から大型精密




フライス盤研究所は同社内に設立された後 27 年の発展を経て、1986 年には 160 人体制の部
門に増強された。研究所は、既に独立でフライス盤の設計および性能テストを行うようになり、
新製品の開発に大きな役割を果たした。
新製品の開発では、ファナック社の NC装置を採用し、1981 年に XHK716 立形MCを開発
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た立形MCは、カナダの GM社への出荷実績もあった 14）。



















1991～1995 年において、33 種の NC機の新製品を開発した 17）。その後、国内市場における輸
入 NC機への高まる依存度に対応するため、NC機の生産を増やした。このように、同社は市
場ニーズの変化に対応するために、製品戦略を積極的に転換した。
1999 年時点の同社の主力製品を 1992 年頃の主力製品と比較すると、テーブルサイズ、主軸
回転速度および積載能力がアップした。また、ドイツから導入した大型門形機の国産化率は、
90 年代初期の 60％から 90 年代末の 90％近くに伸び、その技術水準は既に 80 年代後期および
90 年代の国際水準に達した 18）。
（3）技術導入の強化




















「北一大隈（北京）机床有限公司」（BYJC-Okuma（Beijing）Machine Tool Co., Ltd）を設立し、
北一機床の移転先である北京順義林河工業開発区の新敷地に工場建設を行った。
合弁企業の資本金は 1,313 万ドルであり、北一機床側が 49％、オークマが 51％を出資した。
当時、中国における工作機械合弁企業で、外国企業側の出資比率が 50％を超えた例として、注
目された。合弁企業は、日本の技術・管理の優位性と中国のコストの優位性を結合するという







現在、同社の従業員数は 230 人（うち 5名は日本側派遣）で、年商 4～5億元（60～80 億円）








































その後、北一機床は 2011 年 11 月にイタリアの C.B.Ferrari社を買収し、完全子会社にした。
C.B.Ferrari社は1966年設立された設計能力を備えたMCやレーザー加工機のメーカーである。




































表 4は同社製品の従来機種の機種数変化と 2000 年以降の新機種数を表すものである。2015
年現在の従来機の機種数をみると、ほとんどのNC機と大型機は1999年前後に比べ増加したが、




以上のように、北一機床は 2000 年以降も研究開発を強化しており、特に NC機の機種を増
やしている。このような取り組みで、同社製品の生産額ベースの NC化率は、2000 年代初期















1993 年前後 A 7 2 4 4 4 9 15 3
1999 年前後 B 18 8 9 6 7 10 16 3
増加数（B̶A） 11 6 5 2 3 1 1 0
増加率 157％ 300％ 125％ 50％ 75％ 11％ 7％ 0％
2015 年現在 C 20 18 34 3 10 8 3 0
増加数（C̶B） 2 10 25 －3 3 －2 －13 －3
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